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教科 学科・学年 単位数 単位介護過程 社会福祉科・２年 ２

１ 利用者に応じた適切な介護サービスの提供には、介護過程が必要なことを理解する。目標
２ 介護過程の一連の流れを理解する。
３ 介護過程の各要素を理解し、介護従事者として求められる視点や能力を身につける。
４ 事例演習を通して、介護過程に基づく介護の展開方法を具体的に理解する。

・授業等における課題の遂行状況等で態度や意欲を評価する。評価方法
・定期テスト等における得点によって、理解度を評価する。
・事例演習の遂行状況によって、思考力や判断力を評価する。

【関心・意欲・態度】介護過程に基づく介護実践の展開に興味・関心を持ち、進んで演習等の課題評価観点
に取り組むことができる。

【思考・判断】介護過程の各要素や一連の流れを事例と照合しながら、介護を組み立てることがで
きる。

【技能・表現】事例から得られた課題を既習得の知識や技術と結び付け、実践的に解決する技術を
身につけることができる。

【知識・理解】介護過程の概要やその展開の仕方、適切な視点の向け方、重要性等について理解で
きる。

介護過程（メヂカルフレンド社）使用教科書

なし使用副教材

月 学習内容 学習のねらい 学習活動

オリエンテーショ □シラバスの活用の仕方を理解
ン する

□『介護過程』の学習の仕方を □・授業用ファイルの作成
理解する

４

１介護過程の意義 □・授業プリント作成
( )介護過程とは □介護過程の概要を知り、課題1

何か に対する原因の見つけ方を理解
( )介護過程の構 している。2

成要素と定義 □介護過程にはどのような段階
があり、どう関連するのか理解
している。

( )介護実践にお □介護実践では介護過程がどの3
ける介護過程の意 ような意義をもつか理解してい
義 る。

[ 点]５ ・中間テスト

２介護過程におけ □・授業プリント作成
るニーズ

( )介護福祉士の □介護福祉士の仕事の特徴につ □1 ・事例学習
役割 いて理解している。６

( )生活上のニー □要望とニーズの違いを理解し2
ズ ている。

[ 点]( )ニーズをめぐ □ニーズのとらえ方について理3 ・期末テスト
る議論 解している。

( )介護過程と □介護過程と の関係につい □７ 4 ICF ・事例学習
の関係 て理解している。ICF

Ａ□ Ｂ□ Ｃ□自己評価
反

省
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３介護過程におけ □・授業プリント作成
るアセスメント

( )アセスメント □アセスメントの概要について1
とは 理解している。９

・事例学習

( )情報収集 □より質の高い情報を得るため2
のポイントを理解している。

[ 点]( )情報の判断 □集めた情報を判断して、ニー3 ・中間テスト
ズ(課題)を整理することができ１０

る。
□ニーズの明記について理解し
ている。

( )ニーズ(課題) □ニーズ(課題)の優先順位のつ □4 ・授業プリント作成
の優先順位の検討 け方を整理することができる。

１１

[ 点]４介護計画① ・期末テスト
( )介護計画の意 □介護計画の意義について理解1

義 している。
( )介護保険制度 □介護計画と介護支援専門員が１２ 2

におけ る 作成するケアプランの関係を理
介護計画の位置づ 解している。
け □介護計画に含む内容はどのよ

。( )介護計画に含 うなものがあるか理解している3
まれるべき 要
素

Ａ□ Ｂ□ Ｃ□自己評価
反

省

５介護計画② □・授業プリント作成
( )介護計画の例 □事例を用いて介護過程を展開1

、 。１ する目的 効果を理解している

□情報収集、解釈、関連づけ、
統合化、課題を明確化すること
ができる。２

[ 点]・学年末テスト

□アセスメントの結果によって □、・事例学習
利用者の生活が大きく変化する
ことを理解している。３

Ａ□ Ｂ□ Ｃ□自己評価
反

省


